○朝日の家、朝日の部屋の前廊下

ドアの右に立っている朝日。左に立っている邦道。二人とも壁に背中を預けて。

　朝　日「要するに」

朝日、邦道を横目で見て。

　朝　日「マジカルソビエトとマジカル枢軸っていう二つの世界があって。日本を舞台にイデオロギーの闘争をしているわけね」

　邦　道「ああ」

　朝　日「日本で左翼が優勢になれば、マジカルソビエトの国力が大きくなって。右翼が優勢になればマジカル枢軸の国力が大きくなる。リティは実は、マジカルソビエトからやってきた魔女」

　邦　道「そうだな」

朝日、盛大なため息。

　朝　日「……なる、人に言えないわね」

　邦　道「まぁ、普通病院行けって言われるよな」

　朝　日「そっちのことじゃないわよ」

　邦　道「？」

朝日、背中を壁から離し、体ごと邦道に向き直って。

　朝　日「考えてみなさいよ。自分の思想が異世界の政治に利用されてるのよ。仮面の男が言ってたわ、私たちの思想は、魔法の動力源でしかないって。それを知って、人が不安を持たずに活動ができると思う？」

　邦　道「……なるほど」

邦道、えっとなり。

　邦　道「じゃあ、お前も不安を感じてるのか？」

朝日、そっぽを向いて腕を組む。

　朝　日「あたしは平気よ。真に日本の将来を憂いて、自分が正しいと思う活動をするだけだもの。けどあたしや、単純な邦道ならともかく」

　邦　道「単純て――」

　朝　日「末端の大衆は、自分のイデオロギーを揺るがされることになるわ。最悪、右翼左翼の概念自体が崩壊することになりかねないわ」

　邦　道「おい、さすがにそれはないだろ」

朝日、邦道に近付き。

　朝　日「あくまで極端な話よ。でも確かに、魔界の話は人にしない方がいいわね」

　邦　道「――案外、微妙な問題だったんだな」

　朝　日「邦道が大雑把過ぎるのよ。もっとプロ市民としての自覚を持ちなさい！」

　邦　道「はいはい」

肩をすくめる。

と、朝日の部屋のドアが開く。中から顔だけ出すリティ。

　邦　道「どうした？」

　朝　日「リティ？」

困っているリティ。

　邦　道「とりあえず、出てこいよ」

躊躇ってから、出てくる。

朝日の服を着たリティ、あまり似合っていない。

リティ、困惑顔。

　邦　道「……やっぱ、無理があったか」

リティを上から下にスクロールして映しながら。

　邦　道「んー、ちょっと大きすぎるかな。リティの方が背ぇ低くて、足の長さあるから」

めき。

地に伏した邦道。拳を固めた朝日。びっくりしたりティ。

　朝　日「胴長短足のデカ女で悪かったわねっ」

　邦　道「言ってないだろ……」

○デパートの前の公道

並んで歩いている邦道とリティ（魔女服に戻した）。前を行く朝日。

　邦　道「なあ、別に服なんて今着てるのでいいだろ」

朝日、振り返り。

　朝　日「いいわけないでしょ！　可愛いのは認めるけど、その格好が許されるのはハロウィンと即売会場だけよ！」

　邦　道「そくばい……は？」

　朝　日「とにかく、あたしが可愛い服選んであげるから、黙ってついてきなさい！」

　邦　道「って、お前がリティの着せ替え楽しみたいだけじゃないだろうな……」

先に行ってしまう朝日。邦道もやる気なく追いかけて。

隣にリティがいないことに気付く。

　邦　道「あれ？」

振り返ると、リティが立ち止まりしきりに後ろを気にしていた。

　邦　道「リティ？」

リティこちらに気付き、小走りに近寄ってくる。

　邦　道「どうした？」

なんでもないというように首を振る。

　邦　道「？」

　朝　日「邦道、早くしなさいよ！」

　邦　道「ああ。行くぞ、リティ」

並んで、デパートの自動扉をくぐる。

○デパート内、ブティック

漫画的表現で店中を物色している朝日。

　朝　日「これ、いいんじゃない。これもいいし。ああっ、これかわいいーっ！」

そんな朝日を呆れつつ眺めている邦道。

　邦　道「誰のための買い物だよ。たく」

邦道、リティを見下ろし。

　邦　道「お前は、好みの柄とかないのか？」

リティ聞いていない。何か考え込んでいる。

　邦　道「リティ？」

と、リティ真剣な顔で邦道の顔を見上げ、袖を引っ張って場所を変えようとする。

　邦　道「お、おい……」

朝日の方を気にしつつ、素直に引っ張られていく邦道。

朝日、物色を続け。

　朝　日「これもこれも、これもいい！　ね、リティはどれがいい？」

振り返るが、誰もいない。

　朝　日「……あれ？」

　マ　オ「いやいや、リティにはこちの方が似合うアル」

と、背後に中華風の人影が服を持って立っている。

振り返る朝日。マオ笑う。

○デパート内、本屋付近

もう引っ張られていない、リティの斜め後ろを歩く邦道。

　邦　道「どうしたんだよ、突然」

リティ、立ち止まって書き書き。

　リティ『誰かに、見張られてる気がする』

　邦　道「な！　……マジカル枢軸のやつか？」

首を振るリティ。

　リティ『わからない』

　邦　道「そうか……」

歩みを再開する。

ついてくる足がある。

　邦　道「けど、枢軸の可能性は高いな」

頷くリティ。

ついてくる足。

　邦　道「この前のこともあるし。いつ襲ってくるか分からないからな」

頷くリティ。

ついてくる足。

立ち止まる二人。

立ち止まる足。

　邦　道「誰だ！」

振り返る二人。

そこで見たものは、死ぬほどびっくりしている圭の姿。

　邦　道「……お前、藤山？」

　圭　　「び、びっくりさせないで下さいよぉ～」

へたり込む圭。

　邦　道「いや、びっくりしたのは俺もだから」

手を差し出して、立ち上がるのを助けてやる。

　邦　道「何してるんだ、こんなところで」

　圭　　「何って、その、ここに来たのは買い物のためですけど」

口篭もるようにして。

　圭　　「邦道先輩が、朝日以外の女の子と歩いてたから……」

　邦　道「…………」

邦道、少し考えて。

　邦　道「それが、そんなに意外か？」

　圭　　「意外というか、変ですよ。駄目です」

　邦　道「駄目ってな……」

邦道の服を引っ張るリティ。

　邦　道「え、ああ。こいつは、俺の高校時代の後輩。藤山っていうんだ」

圭に向き直り。

　邦　道「こいつはリティ、まぁ、俺の恩人ってとこかな」

　圭　　「はぁ……」

圭、リティに向き直り、お辞儀。

　圭　　「あの、始めまして。新聞部で邦道先輩にお世話になった、藤山圭です」

　リティ「……」

リティもお辞儀。

圭、ちょっと瞬き。

　圭　　「えっと、先輩」

　邦　道「ん、ああ。リティは口がちょっとな」

　圭　　「そうなんですか……」

　　　　　　　圭、鞄から名刺ケース、そこから名刺を取り出し、リティに渡す。絵付きだが、ファンシーというほどでもない女子高生としては落ち着いた名刺。

　圭　　「はい。困ったことがあったら、いつでも言ってください。邦道先輩の友達なら、私も友達ですから」

　　　　　　　圭を見つめて、名刺を受け取るリティ。

　　　　　　　圭笑う。リティも微笑む。邦道も、小さく笑い。

　　　　　　　圭、邦道に向き直り。

　圭　　「私は、そろそろ帰らないといけないので」

　邦　道「そうか」

　　　　　　　圭、リティに頭を下げる。

　圭　　「失礼します」

　　　　　　　たったったと去り、一度振り返って手を振る。

　圭　　「じゃあ先輩。今日は見逃しますけど、朝日のこと泣かしたら駄目ですよ？」

　邦　道「なんだそれ」

　圭　　「そのままの意味です」

走っていってしまう。

　邦　道「たく……」

じっと圭の去った先を見ているリティ。

邦道、首に手をやり。

　邦　道「……どうも、変な誤解されてるんだよな」

リティ、書き書き。

　　　　　　　袖、くいくい。

　リティ『赤井さんと朝日さんって、恋人同士なんですか？』

　邦　道「お前まで言うかっ！」

邦道、リティの頭を押さえつけて。

　邦　道「いいかよく聞け、俺と朝日は幼馴染というだけで、そういう関係では一切合財完全無欠にありえない！」

怯えて、小刻みに（頭を押さえられているから）頷くリティ。

　邦　道「たく、馬鹿なこと言ってるなよ」

歩き出す邦道。リティ、その後姿を眺めて。

書き書き。

　リティ『でも、ちょっとうらやまし～』

上からぐしゃぐしゃに線を引く。

顔、真っ赤。

○マジカルソビエト

円卓。座っているのは三人。スターリン。ヴォローシロフ。フルシチョフ。

テーブルに穴があき、中から出てくるリボルバー式拳銃。ヴォロー、それを手にとって。

　ヴォローシロフ「人間界において、リティと赤井邦道がマジカル枢軸の襲撃を受けました。敵はノイジー舞・ノリティと、カメンスキーを名乗る男」

こめかみに当て、引き金を引く。カチ、と小さな音がしただけ。

　ヴォローシロフ「いかがなさいますか？」

言いながら、テーブルの上をスターリンに向かって拳銃を滑らす。

　スターリン「放っておけ」

スターリン、拳銃を手にとって。

　スターリン「赤井邦道がいる限り、リティが負けることはない。そして魔界の者は、赤井邦道に手は出せん」

こめかみに当て、引き金を引く。カチ、と小さな音がしただけ。

　スターリン「やつらには、何もできん」

言いながら、テーブルの上をフルシチョフに向かって拳銃を滑らす。

フルシチョフ、拳銃を手にとって。

　フルシチョフ「ですが、敵にノイジーがいます。万一ということも」

こめかみに当て、引き金を引く。カチ、と小さな音がしただけ。

テーブルの上をヴォローに向かって拳銃を滑らす。

ヴォロー、拳銃を手にとって。

　ヴォローシロフ「フルシチョフ。スターリン同志に意見する気か」

こめかみに当て、引き金を引く。カチ、と小さな音がしただけ。

テーブルの上をスターリンに向かって拳銃を滑らす。

　スターリン「よい。フルシチョフの言うことは最もだ」

スターリン、拳銃を手にとって。

　スターリン「だが、心配はない。既に手は打ってある」

こめかみに当て、引き金を引く。カチ、と小さな音がしただけ。

ばん！　と扉が開く。入ってくるのは、プレハーノフ。

　プレハーノフ「スターリンはいるか」

スターリン、睨みつける。

　スターリン「プレハーノフ。同じマジカルソビエトにあって、対立勢力である貴様が、何の用だ」

テーブルの上を、プレハーノフに向かって拳銃を滑らす。円卓の直径を拳銃が滑っていく。

　プレハーノフ「決まっている。貴様が人間界に送り込んだサイレント魔女のことだ！」

プレハーノフ、拳銃を手にとってこめかみに当てる。

　プレハーノフ「着任早々、枢軸側から襲撃を受けたそうじゃないか。情報が漏洩していたのではないか？」

引き金に掛かった指に力が篭る。

　プレハーノフ「そもそも、サイレント魔女とは何者なのか。我らメンシェビキ党にも、説明をするべきではないのか！」

引き金を引く。破裂音。

顔を塗料で真っ赤にしたプレハーノフ、肩を震わせ、拳銃を床に叩きつける。

　スターリン「サイレント魔女については、重大な機密事項だ。おいそれと漏らせることではない」

　プレハーノフ「しかし！」

　スターリン「先の襲撃に、カメンスキーなる男が参加していたという」

スターリンの目が暗く光る。

　スターリン「心当たりはいか、プレハーノフ」

プレハーノフ、慌てて。

　プレハーノフ「し、知らん！　とにかく、貴殿らが我らの軽視を続けるというのなら、こちらにも考えがある！　覚悟しておけ、紅いツァーリ！」

逃げていくプレハーノフ。閉まる扉。

　スターリン「やつは、あれでばれていないつもりなのか？」

　ヴォローシロフ「故に救われないのでしょう」

　スターリン「まぁいい。やつが枢軸に荷担するというなら、利用させてもらうだけだ」

　フルシチョフ「利用、ですか――」

スターリンを見るフルシチョフ。

　フルシチョフ「私も、利用されているだけなのですかな？」

スターリン。

笑う。

○デパート、ブティック

　マ　オ「リティの髪には、黒っぽい色の方が似合うアル」

　朝　日「でも、結構こういう淡い色もいけると思うのよね」

　マ　オ「むむむ、ソチも良いアルな。――このスカートはどうアル？」

　朝　日「ちょっと短すぎない？」

　マ　オ「あれでリティ気の強いトコあるネ、これくらいで丁度いいヨ」

朝日、服を手に持って。

　朝　日「でも、助かったわ。えっと……」

　マ　オ「なぁに、気にすることないネ。女の子は可愛くあるべきアル。――をを！」

マオ、白いワンピースを持って振り向く。

　マ　オ「これ、すごくいいネ！」

　朝　日「そう？　でも、リティにはちょっと……」

　マ　オ「違うヨ、これは朝日に似合う思うネ」

　朝　日「あ、あたし！？　だめだめ、あたしにそんな服似合わないって！」

　マ　オ「そんなことないヨ。きと皆可愛い言ってくれるね」

　朝　日「か、可愛いなんて、そんな」

焦る朝日。マオ、目を光らせる。

　マ　オ「誰か、可愛い言てもらいたい人いるアルか？」

　朝　日「べ、別に、そういうんじゃ……」

　　　　　　　逃げ出す朝日。

　朝　日「……っ！　あ、あたし向こう見てくる！」

マオ、にやつく。

　マ　オ「ほんと、可愛いアル」

○デパートの階段

人気のない階段を下りる邦道。

間を空けて、男が後に続く。目が死んだ男。

階段を下りきったところで、邦道が振り返った。男慌てる。

　邦　道「なるほど。俺らを見張ってたのはお前か」

　男　　「は、ハァ？　何だ君は。何を急にわけ分からんことを……」

　邦　道「お前、ネトウヨだな」

男、顔を引き攣らせて階段を駆け上がる。

と、階段の上で待ち構えているリティ。

　リティ「朝日さんも、圭さんも。もちろん赤井さんも。皆みんな、良い人なの」

杖を構えるリティ。

　リティ「右翼が支配する世の中になれば、皆から笑顔が消えちゃうから。だから私は、皆が望むこの国の姿を、護らなくちゃいけない」

発動する魔法空間。焦るネトウヨ。

　リティ「多数のサイレントマジョリティを考慮して決定します」

天上に開く、空間の扉。

　リティ「死刑！」

　　　　　　　リティの姿、石田に。

扉から現れたのは、ザンギエ――じゃなくて、ザンギュラ。そのまま、ネトウヨを階段ごと押し潰す。

光と共に、正常に戻っていく空間。そこに、ネトウヨやザンギエフがいた痕跡はない。

リティ、元の姿に戻る。

リティ、照れながら小さくVサイン。邦道、親指を立ててそれに答える。

○デパート、ブティック

　朝　日「二人とも、どこ行ってたのよ！」

怒る朝日。

邦道、片手を立てて。

　邦　道「悪い悪い。ちょっとな」

　朝　日「もう……まあいいわ。似合いそうなのをしっかり選んでおいたから、早く試着してみて」

　リティ「…………」

リティ、一度邦道を見てから、おずおずと朝日に近付く。

　朝　日「心配しなくても平気よ！　絶対可愛いことは、あたしと彼女の二人が保証するわ！」

示した先に、誰もいない。

　朝　日「……あれ？」

回りを見渡すが、人影はない。

　邦　道「彼女？」

　朝　日「うん。さっきまでいたんだけど……。――一緒に服を選んでくれたのよ。リティの知り合いだって言ってたんだけど？」

リティ、きょとん。

　邦　道「心当たりあるか？」

首を振る。

　邦　道「……名前とか、聞いてないのか？」

　朝　日「そういえば、言ってなかったわね」

首を傾げる一同。

試着室から出てくるリティ。

とにかく可愛い私服姿。

　朝　日「やっぱり！　思った通り、最高に似合ってるわ！　見立ては完璧ね！」

出てきたリティ、頬を染めて邦道を上目遣いで見る。

邦道、絶句した後。

　邦　道「あ、ああ。えっと、可愛いんじゃないか？」

それを聞いて、更に顔を赤くするリティ。居心地悪く、目をそむける邦道。

喜んでいた朝日、少しずつ表情が消える。

じっと見ている朝日。疎外感。

拳をぎゅっと握る。

　邦　道「朝日？」

はっとする。邦道とリティが見ていた。

　朝　日「あ、ううん。何でもない。その服は決まりね。待ってて、もう二、三着選んであるから」

　　　　　　　背を向けて駆けようとして、振り返る。

　朝　日「――あ、お金の方は気にしないで。あたしと邦道のおごりだから」

　邦　道「待て！　俺にそんな余裕はないぞ！」

　朝　日「男の甲斐性見せなさい。バイト代につけとくわ」

邦道に背を向け、洋服かけの前に。

　邦　道「勘弁してくれ……」

力を抜く邦道。リティ、申し訳なさそう。

　邦　道「ああ、お前が気にすることじゃないよ」

笑顔。

服を選んでいる朝日。真顔。

○マジカル枢軸

ごつごつした地形。

人型の立て看板がせり上がり、現れた端から銃撃され消えていく。

両手に大型の銃を持った、ブロンドの人影――ブッシュ、次々板を撃ち砕いていく。

上空、虚空からヘリコプター型の看板も現れる。全身に身に付けた装備や岩陰に隠した重火器によってすべて屠る。

最後に出てきたスターリンの看板。

　ブッシュ「バンっ！」

　　　　　　　丁度頭を打ち抜く。

すべて終わって、拍手の音が響いた。

　コイズミ「流石ですわ、ブッシュ様」

現れたのは、和服の女性――コイズミ。

ブッシュ、そちらを一瞥して。

　ブッシュ「あなたもやってみれば、コイズミ」

　コイズミ「まぁ、私にはとても無理ですわ」

　ブッシュ「よく言う」

ブッシュ、苦笑。

　ブッシュ「それで？」

　コイズミ「お迎えに上がりました。――ヒトラー様の演説が始まりますわ」

○マジカル枢軸、執務室

人けのない部屋、ヒトラーが歩いている。腕には、奇怪なぬいぐるみ（人型）を抱いている。

ぬいぐるみを台座におき、バルコニーに出る。

○マジカル枢軸

枢軸の世界。

山ほどの人、人、人。日の丸、星条旗、そして鉤十字の旗が翻る。

バルコニーに立ったヒトラー、眼下に広がる群集を見下ろす。

静まり返る。

十分に溜めてから、演説を始める。

　ヒトラー「諸君。感謝する。諸君らの働きにより、私は再びこの地に舞い戻ることができた！」

歓声。

沈静。

　ヒトラー「約束しよう。私は皇帝となる。支配する。温情を持たぬ暴君となる」

マジカル枢軸の世界。

　ヒトラー「魔女も、魔法使いも、ただの人間も。人類がお互いに助け合うことはない。他人の不幸を念願とし、憎しみあうことでしか幸せを得られない。世界の富には限りがあるからだ」

現代地球。

　ヒトラー「そう、人生の本質は束縛と苦痛であるのに、平和という堕落が人類を毒し、愛情を狂わせ、戦争を喜劇とした。ゆとりは怠惰を呼び、平等は競争力を奪い、人類は疑うことを知らぬ愚者へと成り下がった。感情だけがあって思想がなく、主体性が失われた。思いやりより知識が必要である。知識がなければ、何かを残すことなど出来はしない」

ヒトラー。

　ヒトラー「ネットワークには我々を反発させ、人類の悪意を呼び覚まし、世界を分断する作用がある。私の声は全世界には伝わらない。だが選ばれた者にさえ届けばいい。声が届かないことはそれだけで罪なのだ。失望することさえ、ままならぬ」

ブッシュ。

　ヒトラー「平和はやがて姿を消し、安堵もやがて消え去り、国際主義者は死に絶える。優たる人は再び権力を取り戻し、結束は決して失われぬ」

コイズミ。

　ヒトラー「兵士諸君、大義の犠牲となれ！　国際主義者の奴隷になるな。彼等は諸君を歎き、甘言を用いて家畜の様に飼いならそうとしている。彼等は人間ではない。心も頭も犬猫に等しい。諸君は畜生ではない、人間だ。心に大義を抱いてる。矜持を忘れた者だけが自らを貶めるのだ。博愛を排し、己の為に戦え！」

ヒトラー。

　ヒトラー「神の王国は、この地にある。全ての敵を滅ぼした後に。我々の目指す先に！」

群集。

　ヒトラー「諸君は他者を踏み越える強さを持っている。人生とは穢れ、簒奪され、だがその中で勝ち取るものだ。諸君の力を国粋主義の為に集結しよう。よき世界の為に闘おう。青年に希望を与え、老人に保障を与えよう。国際主義者も同じ約束をした。だが彼らは約束を守らない。偽りの平和を語り、大衆を生ける屍とした」

はためく旗。城壁。

　ヒトラー「戦おう、結束を果たす為に！　この地に勝利をもたらし、堅固な城壁を築き、怠惰と偽善を追放しよう！　誇りの為に戦おう。文化の進歩が我々を頂点に導くように、兵士諸君、国粋主義の為に団結しよう！」

スターリン。

　ヒトラー「聞こえているか、マジカルソビエトよ。スターリンよ。今より貴様らを打ち滅ぼしに行こう。せいぜい社会主義とやらに祈るがいい」

リティと邦道。

　ヒトラー「見よ、太陽が消え去った。暗い雲が覆っている。闇が世界を覆い始めた。戦争の足音が近づいている。人類は貪欲と憎悪と暴力を必要としているのだ」

ヒトラーのアトリエにある、天使の絵。

　ヒトラー「人の魂は翼をもがれた。死ぬまで地を這うことしか出来ない。虹には決して届かない！　希望に輝く未来などない！」

ヒトラー。

　ヒトラー「輝かしい未来は、君と私で奪いに行こう！　千年に渡り君臨する、我らの王国を築こう！　ただ我らだけの、神の国を！」

大歓声。

　　　続く。

